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す
こ
や
か
沼
津　
金
岡
支
部　
天
神
ヶ
尾
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

世
代
を
越
え
た
連
携　
地
域
の
絆
づ
く
り

輝
い
て
い
ま
す 

今
!

　

天
神
ヶ
尾
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
会
員
数

51
名
）
は
岡
宮
老
人
会
と
し
て
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
5
年
前
に
天
神
ヶ

尾
自
治
会
が
新
た
に
発
足
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
2
年
前
名
称
を
変

え
て
天
神
ヶ
尾
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
し
て

活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
だ
け
の
活
動
で
は
な
く
、
自
治

会
と
連
携
し
、
ク
ラ
ブ
未
加
入
の
高
齢

者
や
子
ど
も
た
ち
と
の
世
代
を
越
え
た

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
公
会
堂

で
月
1
回
行
っ
て
い
る
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
歌
の
会
」
が
あ
り
ま
す
。
会
員
以

外
の
人
も
参
加
し
て
毎
回
25
名
程
集
ま

り
、
自
治
会
長
も
参
加
を
し
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
方
が
顔
見
知
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
で
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
歌
の
会
の
進
行
役
は
鈴
木
房
子

さ
ん
。「
待
ち
ぼ
う
け
」
や
「
リ
ン
ゴ

の
唄
」
な
ど
懐
か
し
い
曲
を
選
び
、
音

源
を
用
意
し
て
皆
が
楽
し
く
歌
え
る
よ

う
に
準
備
を
し
て
く
れ
ま
す
。
な
か
に

は
「
こ
の
歌
は
知
ら
な
い
」
と
い
う
参

加
者
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
皆
に

あ
わ
せ
て
歌
い
ま
す
。
昔
を
思
い
出
し

て
歌
い
、「
こ
ん
な
歌
だ
っ
た
か
な
？
」

「
小
学
校
の
時
以
来
だ
…
」
と
い
っ
た

声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

ま
た
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
「
寄
り

道
カ
フ
ェ
」
が
あ
り
ま
す
。
月
一
回
公

会
堂
で
、
学
校
帰
り
の
小
中
学
生
と
高

齢
者
が
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
寄
り
道
カ
フ
ェ
で
は
子
ど
も
た

ち
は
宿
題
を
し
た
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
折
り
紙
や
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
で
自
由
に
遊
ん
だ

り
し
ま
す
。
最
初
は
お
と
な
し
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
、
自
由
な
時
間
の
中
で
世
代

を
越
え
た
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
世
代
を
越
え
た
連
携
」
で
す
。
自
治

会
と
ク
ラ
ブ
が
連
携
し
、
協
力
し
あ
う

こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
幅
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
地
域
の

活
性
化
と
と
も
に
、
世
代
を
越
え
た
絆

づ
く
り
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

高齢者 なろうよルールの 好例者

歌に合わせての踊りと手の運動
（脳トレ）意外と難しい…

龍潭寺　庭園が美しい、井伊家ゆかりの古刹
　天平 5年（733 年）に創建された遠州の古刹。徳川四天王の井伊直政、幕末の
井伊大老直弼などを祀る井伊家の菩提寺であります。
　江戸時代初期に小堀遠州により造られた池泉鑑賞式庭園は昭和 11年に「国指
定名勝　龍潭寺庭園」に指定されています。春のさつきや秋の紅葉など四季折々
変化する庭園は、見る人の心を癒やし和ませてくれます。

龍譚寺　本堂

左甚五郎作のうぐいす張りの廊下（本堂）

写真提供／秋山淳一郎（シニアクラブ浜松市 引佐地区連合会 事務局長）
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皆
さ
ん
、
酉
年

を
迎
え
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹

ん
で
新
年
の
ご
祝

辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。皆
さ
ま
方
に
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
よ
り

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
の
各
種
事
業
の

推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
は
全
国
各
地
で
雨

台
風
の
襲
来
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
集

中
豪
雨
が
猛
威
を
振
る
っ
た
り
、
熊
本

県
下
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
で
地
震
の

多
発
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
や
犠
牲
者

を
出
し
た
り
し
て
、
気
象
や
自
然
界
の

力
の
恐
ろ
し
さ
を
、
改
め
て
思
い
知
ら

さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
静
岡
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
会

員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
、

「
１
０
０
万
人
会
員
増
員
運
動
」
が
実

施
さ
れ
中
間
点
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
思

う
よ
う
な
実
績
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い

現
情
に
あ
り
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
に
お
い
て
も
、

「
プ
ラ
ス
ふ
じ
さ
ん
作
戦
を
成
功
さ
せ

よ
う
! 

」と
い
う
5
か
年
計
画
の
も
と
、

会
員
増
を
目
指
す
ベ
く
活
動
を
展
開
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

是
非
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
、
ひ
と
り

ひ
と
り
が
、
身
近
に
い
る
仲
間
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
に
お
誘
い
い
た
だ
く

よ
う
、
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

3
年
後
の
２
０
２
０
年
に
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ

の
頃
ま
で
に
は
、
全
老
連
の
目
指
す

「
１
０
０
万
人
増
員
計
画
」
が
達
せ
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
さ
ま
方

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
に

ふ
さ
わ
し
い
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

「
元
気
溢
れ
る
お
年
寄
り
」
で
あ
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
各
々
が
、
着
実

な
行
動
を
し
て
、
共
に
手
を
携
え
、
さ

ら
に
前
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
会
に
対
す
る
皆
さ
ま
方
の
、
更
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
酉
年
が
実
り
多
い

素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
申

し
上
げ
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

自転車は よそ見の間も 進んでる

　

恒
例
の
高
齢
者
い
き
い
き
創
造
広
場

が
、
11
月
15
日
（
水
）
菊
川
市
の
菊
川

文
化
会
館
ア
エ
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
式
典
が
行
わ
れ
、
昨
年
度

会
員
加
入
促
進
運
動
に
お
い
て
大
き
な

成
果
を
上
げ
た
4
団
体
（
い
き
い
き
下

田
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
伊
東
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
三
島
、
東
伊
豆
町
あ
じ
さ
い
ク

ラ
ブ
連
合
会
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
第
2
部
は
、
毎
年
大
好
評

の
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
タ
ン
ス
の
中
で

眠
っ
て
い
た
着
物
や
帯
な
ど
を
、
ワ
ン

ピ
ー
ス
や
ド
レ
ス
、
バ
ッ
グ
な
ど
に
仕

立
て
直
し
て
、
約
50
名
が
ス
テ
ー
ジ
上

で
披
露
。
今
回
の
出
演
者
は
、
ス
テ
ー

ジ
に
つ
な
が
る
花
道
か
ら
の
登
場
と
な

り
、
華
や
か
な
演
出
で
出
演
者
の
い
き

い
き
と
し
た
表
情
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
芸
能
交
流
広
場
が
行
わ
れ
、

函
南
町
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
掛
川
な
ど
10

団
体
が
舞
踊
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
を
披
露

し
、
観
客
席
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
審
査
員
に

よ
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
越

後
徳
代
さ
ん
（
浜
松
市
）、
優
秀
賞
に

西
澤
雅
世
さ
ん
（
掛
川
市
）、
山
岡
富

美
子
さ
ん
（
浜
松
市
）、
勝
間
田
敏
子

さ
ん
（
沼
津
市
）
の
3
名
が
輝
き
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
　
会
長
　
松
本 

庄
次
（
藤
枝
市
）

平成 28年度　高齢者いきいき創造広場 自
慢
の
衣
装
と
熟
練
の
演
技
で
会
場
を
魅
了

リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
＆
芸
能
交
流
ひ
ろ
ば 
開
催

シニアクラブ牧之原の息の合った舞踊

出演者は花道から颯爽と登場
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11
月
9
日
（
水
）、
10
日
（
木
）
の

２
日
間
、
富
山
県
富
山
市
で
第
45
回
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本

県
か
ら
は
、
松
本
県
連
合
会
会
長
は
じ

め
、
４
人
の
副
会
長
、
今
大
会
で
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
育
成
功

　皆様に御協力いただきました熊本地震災害救援
拠金の最終結果を報告します。皆様の御協力に心
から感謝いたします。
１　シニアクラブ静岡県に送金いただいた
　　救援拠金の合計額　金７，１０９，８７３円
２　送金いただいた連合会
　　下田市、伊東市、熱海市、伊豆の国市、御殿場市、
　　裾野市、三島市、沼津市、富士市、東伊豆町、
　　河津町、松崎町、西伊豆町、函南町、清水町、
　　長泉町、焼津市、藤枝市、島田市、川根本町、
　　御前崎市、菊川市、掛川市、袋井市、磐田市、
　　浜松市、湖西市
３　シニアクラブ静岡県以外の機関に救援拠金を
　　送金した旨の報告をいただいた市町連合会と
　　送金額の合計額（報告をいただいた分のみ）
　　（1）合計送金額　金４９２，６２１円
　　（2）送金の報告をいただいた連合会　
　　　　御殿場市、富士宮市、島田市、牧之原市、
　　　　御前崎市、掛川市
４　合計救援拠金額　金７，６０２，４９４円

個人戦（赤コート）
優　勝 新林善四朗（湖西市）
準優勝 田中　省吾（沼津市）
第３位 鎌田　悦子（磐田市）

個人戦（白コート）
優　勝 鈴木　賢治（磐田市）
準優勝 高橋　　勲（島田市）
第３位 河合　一夫（浜松市）

個人戦（青コート）
優　勝 大石　省吾（掛川市）
準優勝 福田　　煌（島田市）
第３位 武石　良治（湖西市）

市町連合会対抗戦
◇優　勝 掛川市老人クラブ連合会
◇準優勝 島田市老人クラブ連合会
◇第３位 さわやかクラブやいづ連合会

　１０月２６日（水）川越広場
島田グラウンド・ゴルフ場にて、
２４市町から４２０名余が参加し
て、第１４回シニアクラブ静岡県
グラウンド・ゴルフ大会が開催さ
れました。
　前日は雨が降り、当日の天候が
心配でしたが回復して秋晴れのグ
ラウンド・ゴルフ日和となりまし
た。気温もぐんぐんと上がり、夏
日を思わせる陽気のなか参加され
た選手の皆さんは力いっぱいプ

レーをし、競技と他地区老連との交
流を楽しんでいました。
　昨年同様、試合は赤、白、青の３
つのコートに分かれて行われ、各
コートごとに個人戦が行われまし
た。また事前登録された選手 5 名
のうち、各市町上位 3 名のスコア
にて市町連合会対抗戦の順位を決定
しました。結果は別表のとおりです。
　県内各地から参加された選手、大
会を裏から支えてくれた役員、ス
タッフの皆さん、お疲れさまでした。

労
表
彰
を
受
け
た
、
田
口
理
事
、
優
良

市
町
連
合
会
表
彰
を
受
け
た
富
士
宮
市

の
清
会
長
、
御
前
崎
市
の
増
田
会
長
、

吉
田
町
の
栁
原
会
長
を
含
む
県
内
14
の

市
町
か
ら
計
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
３
会
場
に
分
か
れ
て
活
動
交

流
部
会
に
参
加
し
、
第
１
部
会
「
地
域

に
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
輪

を
広
げ
よ
う
」、
第
２
部
会
「
未
設
置

地
区
に
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
」、
第
３

部
会
「
演
じ
る
活
動
（
舞
台
発
表
）」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
鑽

に
努
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、メ
イ
ン
会
場
に
お
い
て
、

富
山
市
長
の
講
演
、
県
立
高
等
学
校
郷

土
芸
能
部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

表
彰
式
を
中
心
と
す
る
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

熊本地震災害救援拠金へのご協力、
ありがとうございました

第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
、
有
効
事
例
に
学
ぶ

結 果 報 告

ゆっくりと マナーを乗せて ふむペダル

第１４回シニアクラブ静岡県グラウンド・ゴルフ大会

市町対抗戦 掛川市チーム優勝!!

大 会 結 果

さまざまな活動にふれ、有意義な交流となりました

さわやかな秋晴れのなか、ナイスショットが続出
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人
口
減
少
、
高
齢
化
等
、
幾
多
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
佐
久
間
町
。
そ
う
し

た
中
で
私
た
ち
は
、
自
ら
の
生
き
方
と

共
に
、
少
し
で
も
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

貢
献
で
き
た
ら
と
絆
を
結
び
合
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

掲
げ
て
い
る
目
標
は
、「
活
動
は
仲

間
と
誘
い
合
っ
て
」「
み
ん
な
で
会
員

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
伊
豆
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
修
善
寺
支
部
、
半
経
寺
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
申
し
ま
す
。
修
善
寺
温

泉
の
入
り
口
に
あ
り
、
62
歳
〜
95
歳
ま

学
童
支
援
で
広
が
る
地
域
の
絆

　
　
　
　
　
伊
豆
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
修
善
寺
支
部
　
大
津
き
せ
子

仲
間
と
支
え
合
い
、
信
頼
の
絆
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
佐
久
間
町
連
合
会
　
会
長
　
金
田
　
勝

を
増
や
そ
う
」「
地
域
の
た
め
に
尽
く

す
」「
子
ど
も
た
ち
に
あ
い
さ
つ
」
と

し
て
い
ま
す
。

年
間
の
中
で
の
三
大
行
事

①
ボ
ケ
レ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
（
6
月
）

１
５
０
名
参
加

　

生
き
生
き
と
し
た
日
々
を
求
め
て
、

吹
き
矢
、
輪
投
げ
、
玉
入
れ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
い
っ
た
種
目
を
、
5

人
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
競
う
も
の
で

す
。
明
る
く
、
仲
間
と
共
に
競
う
姿
が

絶
妙
で
す
。

②
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
（
10
月
）

　

日
々
の
練
習
の
成
果
を
競
う
も
の
で

す
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
契
機
に
、
会
へ
の
加
入
が
何

人
か
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

③  

運
動
会
（
11
月
）
１
７
０
名
参
加

　

4
地
区
対
抗
種
目
、
個
人
種
目
と
、

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
。
中
に
は

「
お
茶
摘
み
競
走
」
と
い
っ
た
地
域
性

を
盛
り
込
ん
だ
種
目
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
大
会
の
特
色
は
、
仲
間
と
助
け
合
う

佐
久
間
人
の
や
さ
し
さ
と
若
々
し
い
活

気
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

町
連
合
会
と
し
て
は
以
上
が
主
た
る

行
事
で
す
が
、交
通
の
問
題
も
あ
っ
て
、

4
地
区
で
の
活
動
を
大
切
な
も
の
と
し

て
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

◎
城
西
地
区
…
「
小
中
学
生
と
の
し
め

縄
づ
く
り
」。
一
般
の
方
へ
も
し
め
縄

提
供
を
し
て
い
ま
す
。

◎
山
香
地
区
…
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や

お
寺
、
お
墓
の
掃
除
、
そ
し
て
「
小
中

学
生
へ
の
そ
ば
打
ち
体
験
」
も
活
動
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
佐
久
間
地
区
…
健
康
講
座
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
と
共
に
、
小
学
生
と
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
交
流
も
加
え

て
い
ま
す
。

◎
浦
川
地
区
…
少
人
数
化
し
た
小
学
校

の
学
習
発
表
会
、
運
動
会
に
組
織
的
に

応
援
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
特
性
か
ら
、
町
全
体
で
は
自

ら
の
活
力
と
地
域
で
は
地
域
貢
献
を
中

心
に
鋭
意
努
力
中
で
す
。

で
の
42
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
市
の
人
口
は
3
万
2
千
70
人
、

65
歳
以
上
が
1
万
1
千
8
百
人
で
す
。

伊
豆
市
の
中
で
も
小
さ
な
ク
ラ
ブ
で
す

シニアこそ ジュニアのお手本 交通安全

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜

2017年6月13日（火）出発
グランド北海道周遊と知床クルージング・サハリン11日間

2017年7/13（木）・8/20（日）・9/5（火）・9/18（月・祝）・10/1（日）出発
ぐるり北海道周遊と知床クルージング・サハリン9日間

2017年10月9日（月・祝）出発
秋の実りの日本海と宮崎・韓国9日間

2017年8月28日（月）出発
納涼の日本海と宮崎・韓国9日間

■ 旅行代金：お部屋カテゴリーにより178,000円～458,000円
■ なんと！ プラス2,000円で出港地最寄り駅まで往復新幹線付き（自由席）

 TEL 053-478-2000観光庁登録旅行業304号　日本旅行業協会正会員

静岡県老人クラブ連合会指定業者

15,900円（税込）
15,500円（税込）
15,000円（税込）

期間：平成29年1～3月〔交通費・宿泊代（1泊2食）・昼食代（1回）・酒1本付き・カラオケサービス・旅行保険代〕

（静岡県知事登録第2-519号 旅行業務取扱管理者・興津 純）静岡県静岡市駿河区敷地1-15-25
054（237）7988

快適バスで行ける♪
『とっておきの宿』 特選旅館予約センター

西部地区（大井川以西）
中部地区（大井川～富士川）
東部地区（富士川以東）蓼科温泉

諏訪大社・みそぎ神社と（例） 

（蓼科パークホテル 展望風呂）（蓼科パークホテル 展望風呂）

（20名様以上）
1名様
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が
、
ど
こ
よ
り
も
活
気
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
の
活
動
は
、
折
り
紙
教
室
、
囲

碁
、
将
棋
、
健
康
麻
雀
、
カ
ラ
オ
ケ
、

お
誕
生
日
会
、
ロ
コ
モ
体
操
な
ど
、
幅

広
く
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

に
向
け
て
以
下
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。　

　

月
〜
金
は
毎
朝
、
小
中
学
生
の
見
守

り
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
声
掛
け
等
を

行
っ
て
い
く
う
ち
に
、
最
初
は
あ
い
さ

つ
の
出
来
な
い
子
も
、
今
で
は
全
員
あ

い
さ
つ
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
、
見
守
り

を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
に
は
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
花
壇
の
手
入
れ
や
、
畑
の

　

吉
田
町
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
平
成
20
年
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡

県
か
ら
「
子
育
て
支
援
事
業
」
を
受
託

し
、
地
域
見
守
り
活
動
を
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
見
守
り
活
動
を

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
会
員
の
、

地
域
に
お
け
る
防
犯
と
交
通
安
全
へ
の

意
識
が
自
然
と
高
ま
り
、
ま
た
子
供
た

ち
と
接
す
る
こ
と
で
活
動
意
欲
も
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
「
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
片
岡
あ

か
つ
き
会
」
の
活
動
は
20
年
以
上
続
い

て
い
て
、
静
岡
新
聞
社
の
ふ
る
さ

と
貢
献
賞
の
受
賞
も
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
見
守
り
活
動
は
、
20
年

以
上
前
に
通
学
路
で
児
童
が
巻

き
込
ま
れ
る
交
通
事
故
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

野
菜
の
苗
植
え
な
ど
、
小
学
校
低
学
年

の
子
ど
も
た
ち
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
秋
に
な
る
と
、「
さ
つ
ま
い
も

パ
ー
テ
ィ
」
に
招
待
さ
れ
、
畑
で
収
穫

し
た
さ
つ
ま
い
も
を
一
緒
に
食
べ
ま

す
。

　

他
に
も
、
町
内
清
掃
年
2
回
、
子
育

て
支
援
、
3
世
代
交
流
会
、
昔
遊
び
や

竹
笛
作
り
、
折
り
紙
を
教
え
た
り
、
お

飾
り
を
作
っ
た
り
と
、
様
々
な
活
動
を

通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
と
子
ど
も
た
ち
で
ア
ル

ミ
缶
を
集
め
、
そ
れ
を
業
者
さ
ん
に
買

い
取
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
収
入
を
学
校

で
使
う
教
材
や
設
備
な
ど
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

　

3
年
後
に
は
、
伊
豆
市
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
競
輪
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

95
歳
の
方
が
、「
そ
れ
ま
で
頑
張
る
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

た
く
さ
ん
元
気
を
頂
き
、
こ
れ
か
ら
も

自
分
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

健
康
で
病
気
せ
ず
は
つ
ら
つ
と
生
き
て

い
き
た
い
で
す
。

天
候
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
の
あ
る
日

は
朝
7
時
ご
ろ
か
ら
交
差
点
に
立
ち
、

交
代
で
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
か
ら
「
お
は
よ
う
」「
行

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」と
声
を
か
け
る
と
、

子
ど
も
た
ち
も
「
行
っ
て
き
ま
す
」
と

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
る
の

で
、
さ
わ
や
か
で
清
々
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
短
い
時
間
で
の
活
動
で
は

あ
り
ま
す
が
、
毎
日
続
け
る
こ
と
で
顔

な
じ
み
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
信

頼
関
係
も
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
会
員
に
と
っ
て
も

生
き
が
い
と
な
り
、「
地
域
社
会
の
な

か
で
人
に
役
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
喜

び
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
身
体
が
続
く
限
り
、
こ

の
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

見
守
り
活
動
　
継
続
し
て
築
く
信
頼
関
係

　
吉
田
町
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
活
動
推
進
相
談
員
　
米
村
　
泰
二

こんばんは 早めのライトで ごあいさつ

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜

子どもたちとの共同作業は楽しい

子どもたちから元気をもらう

「行ってきます」のひと言がうれしい
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地域包括支援センターってなんだろう？

　「地域包括支援センター」は、平成１８年度から市町が設置・運営をし
ている機関で、高齢者のみなさんが住み慣れたまちで安心して暮らして
いけるように、介護、福祉、健康、医療など、さまざまな面から高齢者
やその家族を支えています。
　本人やご家族、地域住民などから受けた相談ごとを適切な機関と連携し
て解決に努めます。地域包括支援センターを、積極的にご利用ください！

各地域包括支援センターについては、お住まいの
市町の介護保険担当課にお問い合わせください。

『認知症の人と家族の会』は
どんなところ？

　認知症の人を介護している家族
を中心に、昭和 55 年に京都で発
足した団体です。静岡県支部では、
家族のつどいの開催や、会報の発
行などの活動を行っています。

電　話：０５４５- ６４- ９０４２
相談員：認知症の人と家族の会静岡県支部会員
時　間：毎週月・木・土曜日　10 時～ 15 時
　　　　（祝日及び年末年始は除く。）
☆　相談は無料（通話料は相談者負担）
☆　介護保険を利用していない方の相談も
　　受け付けています。

相談窓口

平成 22 年に開設した「認知症コールセンター」は、認知症の介護経験のある「認知症の
人と家族の会」の会員が相談員になり、認知症に関する知識や介護のことの様々な悩みに
ついて、身近な立場で相談に応じています。

介護保険課のホームページアドレス
http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-220/kaigo/index.html

〈地域包括支援センター運営協議会：市町設置〉
学識経験者、関係機関、介護サービス関係者等
による評価、連携構築検討

主治医との協議
地域のケアマネジャー
とのネットワーク

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
有
す
る
４
機
能

包括的・継続的ケ

アマネジメント

地 域 の ケ ア マ ネ
ジャーとのネット
ワーク構築等

総合相談業務（訪

問・関連活動も）

高齢者や家族か
らの様々な相談
への対応

権利擁護業務

高齢者の人権
や財産を守る
ための対応

予防給付・介護予防事

業のケアマネジメント

要支援者等のケアプラ
ン作成や評価

高齢者本人・家族等

いのち輝き、笑顔あふれる社会を。
　　　静岡県健康福祉部

あなたの疑問に
お答えします！

医療機関、行政、保健所など
様々な機関との多面的連携体制

認 知 症 コ ー ル セ ン タ ー 介護で悩んでいる方、お気軽にご相談ください！

静岡県内には、143 か所（平成 28 年
4 月 1 日現在）の地域包括支援センター
があるんだよ！最寄りの地域包括支援
センターの場所を確認してみよう！

地域包括支援センター

社会福祉士

保健師
主任ケア
マネジャー
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介護保険特集

生きがいと健康づくり
イメージキャラクター

「ちゃっぴー」

介護保険制度は、介護が必要になった方を社会全体で支えようとする制度です。
「市町」が保険者となって運営されています。
今回は、皆さんに知ってほしい身近な介護保険のサービスを紹介します。

知っていますか？小規模多機能型居宅介護
〜自宅に24時間・365日の安心を届けます〜

　このサービスは、介護が必要となっても、住み慣れた自宅や地域の中で、家族や親しい人たち
とともに、最期までその人らしく自宅で生活を送りたいという、高齢者や家族の願いに応えます。
　高齢者本人の状況や希望に応じて「通い」「宿泊」「訪問」といったサービスを組み合わせて、「自
宅で継続して生活するために」必要な支援をしていきます。

　小規模多機能型居宅介
護では、「通い」「宿泊」「訪
問」といった各サービス
の内容は細かく定められ
ていません。一人ひとり
の暮らしが異なるように、
支援の内容も異なります。

◎一人ひとりに合わせて時間も
　曜日もオーダーメード
◎必要な時間に利用できる
◎緊急時にも臨機応変に対応

◎回数も時間も内容も一人
　ひとり異なる
◎必要なときに必要なだけ
　サービスが受けられる
◎緊急時にも柔軟に対応

◎突然の泊まりに対応
◎通いなれた場所で宿泊可能
◎顔なじみの職員や利用者と
　共に泊まれる

「通い」で顔なじみになった職員が
「宿泊」や「訪問」の際にも対応します。

事業所職員が一緒に
あなたらしい暮らしを考えます。

小規模多機能型居宅介護事業所はどこにあるのでしょうか？

　現在静岡県には、小規模多機能型居宅介護事業所が１４１か所あります
（平成２８年４月１日現在）。最寄りの同事業所は、市町の介護保険担当窓口、
地域包括支援センターなどにお問い合わせください。
○県ホームページからも検索できます。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-240/kaisa/mida01.html

費用はどれくらいかかるのでしょうか？

　利用料は、１か月単位の定額制です。サービス費用の１割（一定以上所得者は２割）
を負担することになります。例えば、要介護２の方だと、１か月のサービス費用の
目安は 151,670 円ですので、１割負担の方の自己負担は 15,167 円となります。
　このサービス費用自己負担分と、食費、宿泊費、日常生活費、その他各種加算（各
事業所により異なります。）を合わせた金額が１か月に支払う金額となります。

皆さんが納める保険料は、国や県・市町が負担している公費とあわせて
介護保険制度を健全に運営していくための、大切な財源となっています。
介護保険料の納付に、ご理解とご協力をお願いします！

さぁ、介護保険に
ついて、解説するよ !
読んでね！

通い

訪問

宿泊

Ａ１

Ａ２

Ｑ１

Ｑ２
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市
の
時
報
富
士
山
讃
歌
宵
闇
に

　

草
陰
の
虫
は
た
と
鳴
き
止
む

富
士
宮
市　

神　

一
男　

（
評
）
富
士
山
の
麓
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い

時
報
の
曲
が
流
れ
出
す
。
誰
の
心
に
も
響

く
瞬
間
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
草
む
ら
で

賑
わ
し
く
鳴
き
競
っ
て
い
た
虫
た
ち
ま
で

「
は
た
と
鳴
き
止
む
」
の
だ
。

　

虫
も
聞
き
耳
を
立
て
て
い
る
か
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
暮
れ
早
い
秋
の
情
景
。

今
日
よ
り
は
頼
れ
る
足
だ
た
の
ん
だ
ぞ

　

電
動
三
輪
車
ペ
ダ
ル
踏
み
込
む

御
殿
場
市　

三
井　

明　

（
評
）「
免
許
証
返
納
す
ま
せ
ば
…
」
と
い

う
一
首
に
続
く
歌
。
電
動
三
輪
車
に
替
え

て
新
た
な
生
活
を
始
め
る
様
子
。

　

こ
の
車
を
信
頼
し
共
に
働
こ
う
と
す
る

意
気
込
み
が
力
強
く
、
清
々
し
い
。

防
災
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
不ぶ
ざ
ま様
さ
に

　

戦
中
派
わ
れ
苦
笑
出
で
た
り

富
士
市　

渡
井　

明
子

（
評
）
今
の
世
の
防
災
訓
練
を
見
て
、
戦

時
中
の
防
空
演
習
と
の
あ
ま
り
の
違
い
に

思
わ
ず
苦
笑
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
か

つ
て
は
、
集
団
の
厳
し
い
規
律
の
も
と
、

杖
二
本
並
べ
て
妻
と
墓
参
か
な

藤
枝
市　

後
藤　

榮　

（
評
）
こ
の
句
、「
杖
二
本
並
べ
て
」
と
具

体
的
に
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
良
い
。
二
人

の
杖
を
立
て
掛
け
て
、
老
夫
婦
が
お
線
香

を
あ
げ
る
。
そ
の
様
子
が
は
っ
き
り
想
像

で
き
る
。

　

俳
句
は
、
こ
の
は
っ
き
り
想
像
で
き
る

よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ

呆
け
な
ん
か
寄
せ
つ
け
ま
せ
ん
九
十
坂

川
根
本
町　

太
田　

堯
恵

（
評
）
九
十
に
な
っ
て
も
お
元
気
な
ご
様

子
何
よ
り
で
す
。
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
、

体
の
動
け
る
う
ち
は
、
呆
け
て
い
る
暇
は

あ
り
ま
せ
ん
。

円
満
は
口
出
し
し
な
い
と
決
め
て
い
る

藤
枝
市　

増
田　

脩　

（
評
）
若
い
家
族
は
若
い
家
族
で
新
し
い

爆
撃
の
不
安
や
怖
れ
を
持
ち
な
が
ら
懸
命

に
訓
練
に
励
ん
で
い
た
。

　

あ
の
頃
の
経
験
を
思
え
ば
今
は
有
難
い

時
代
で
あ
る
。「
苦
笑
」
の
内
に
は
そ
う

し
た
安
堵
感
も
含
ま
れ
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

艶
や
か
に
お
い
し
く
な
れ
よ
と
水
を
か
け

　

曾
孫
来
る
日
を
ト
マ
ト
と
待
ち
ぬ

掛
川
市　

遠
藤　

操　

（
評
）
高
く
茂
っ
た
ト
マ
ト
の
下
で
幼
児

が
小
さ
な
手
で
赤
い
実
を
採
っ
て
い
る
、

愛
ら
し
く
美
し
い
一
枚
の
絵
を
見
る
よ
う

で
あ
る
。
作
者
は
そ
の
日
を
思
い
な
が
ら

水
を
掛
け
て
い
る
。
幸
せ
な
待
ち
時
間
。

此
の
度
で
終
り
な
る
ら
し
同
窓
会

　

瞳
凝
ら
し
て
視
る
友
の
顔

富
士
市　

勝
又　

信
也

赤
い
花
小
さ
く
茎
を
彩
り
て

　

金
魚
草
は
梅
雨
を
泳
げ
る

沼
津
市　

塩
川　

立
子

軒
忍　

旱
天
の
日
々
耐
え
て
待
つ

　

小
さ
く
縮
み
慈
雨
待
つ
姿

富
士
市　

渡
井　

公
平

帰
省
し
て
父
子
で
鳴
ら
す
大
太
鼓

　

凜
々
し
き
姿
に
胸
あ
つ
く
な
り

浜
松
市
西
区　

山
村　

艶
子

短
歌
の
種
そ
っ
と
拾
い
て
ポ
ケ
ッ
ト
に

　

八
十
路
を
歩
む
日
課
と
な
り
ぬ

袋
井
市　

倉
嶋
フ
ジ
子

散
歩
路
の
土
手
に
咲
き
い
し
名
も
知
ら
ぬ

　

草
花
摘
み
て
さ
あ
仏
壇
に

御
殿
場
市　

鮎
沢　

道
江

が
写
生
の
力
で
あ
る
。「
老
い
」
を
言
わ

ず
に
老
い
を
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見

事
だ
。

秋
気
澄
む
施
設
の
母
の
笑
ひ
皺

浜
松
市
西
区　

田
中
ハ
ツ
エ

（
評
）
一
読
、「
笑
ひ
皺
」
が
微
笑
ま
し
い
。

き
っ
と
、
入
居
の
皆
さ
ん
た
ち
が
、
に
こ

に
こ
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
施
設
な
の
だ
ろ

う
。
今
夏
、
私
の
母
が
１
０
４
歳
で
大
往

生
を
遂
げ
た
。
そ
こ
も
居
心
地
の
い
い
施

設
で
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

　

掲
句
に
戻
れ
ば
、「
秋
気
澄
む
」
と
い

う
季
語
の
働
き
も
大
き
い
。
自
然
豊
か
な

環
境
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

屋
上
の
風
呂
の
賑
は
ひ
梅
雨
晴
間

富
士
市　

渡
部　

和
夫

生
活
を
始
め
て
い
ま
す
。
孫
に
つ
い
て
も

口
出
し
し
な
い
、
大
変
な
こ
と
で
す
が
必

要
な
こ
と
で
す
。

宿
帳
に
夫
と
書
い
て
六
〇
年

富
士
市　

雨
宮　

重
雄

（
評
）
結
婚
し
て
六
十
年
、
ダ
イ
ヤ
婚
と

（
評
）「
屋
上
」
に
あ
る
大
き
な
「
風
呂
」。

私
に
そ
の
場
所
の
特
定
は
で
き
な
い
が
、

作
者
が
お
住
ま
い
の
富
士
市
、
あ
る
い
は

そ
の
近
辺
な
ら
ば
、
大
き
な
富
士
山
を
目

の
当
た
り
に
望
む
こ
と
が
出
来
よ
う
。「
賑

は
ひ
」
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
以
外
で
も
、「
屋
上
の
風
呂
」
が

な
ん
と
も
豪
勢
だ
。
さ
ぞ
、
気
分
爽
快
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。

取
り
戻
し
た
き
日
の
あ
り
ぬ
遠
花
火

磐
田
市　

牧
野　

圭
子

（
評
）「
取
り
戻
し
た
き
日
」
と
い
う
謎

に
惹
か
れ
た
。
作
品
は
一
旦
活
字
に
な
る

と
、
作
者
の
手
を
離
れ
て
独
り
歩
き
す

る
。
読
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
想
像
し
て
い

い
。
私
の
推
理
は
こ
う
だ
。
悲
惨
な
戦
争

中
に
送
っ
た
青
春
時
代
。
哀
し
い
思
い
出

が
あ
る
。
そ
れ
を
取
り
戻
し
た
い
。
で
も
、

言
わ
れ
ま
す
。
ご
夫
婦
で
お
元
気
な
ご
様

子
、
お
め
で
た
い
こ
と
で
す
。

元
気
出
す
気
力
に
勝
る
薬
な
し

裾
野
市　

山
口　

武
夫

身
に
余
る
人
の
情
け
に
出
る
涙

袋
井
市　

鈴
木
三
枝
子

孫
の
丈
妻
を
超
し
た
り
五
月
晴
れ

富
士
市　

勝
又　

信
也

ダ
ン
デ
ィ
も
妻
の
介
護
に
明
け
暮
れ
る

藤
枝
市　

池
谷　

ゆ
き

Ｇ
ゴ
ル
フ
足
腰
鍛
え
脳
は
ず
む

磐
田
市　

伊
東　

弘
朗

カチッとね ベルトが守る その笑顔

短
歌
　
幸
田
　
麗
子
　
選

川
柳
　
倉
橋
　
宏
　
選

俳
句
　
甲
斐
　
遊
糸
　
選
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藤
枝
市　

大
石　

岱
介

　

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
、
も
っ
と
元
気
を

出
し
ま
し
ょ
う
。
小
さ
く
引
き
込
ん
で

い
て
は
ダ
メ
。
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

島
田
市　

飯
塚　

初
代

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
を
配
布
し
て
も

ら
っ
た
時
は
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て

も
ら
い
ま
す
。
年
を
と
る
た
び
に
自
分

は
い
つ
ま
で
出
来
る
の
か
と
感
じ
る
事

が
多
く
な
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
読

ん
で
い
る
と
私
も
、
も
う
少
し
色
々
な

事
に
交
流
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

熱
海
市　

加
藤　

勝
巳

　

１
５
５
号
表
紙
の
写
真
「
長
浜
城
北

条
水
軍
ま
つ
り
」
の
写
真
が
良
い
で
す

ね
。
北
条
氏
と
武
田
氏
の
間
で
起
き
た

駿
河
湾
海
戦
を
再
現
し
た
寸
劇
だ
そ
う

で
す
が
、
な
か
な
か
迫
力
の
あ
る
写
真

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
（
84
歳
）
趣
味
で
や
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
い
う
写
真
が
撮
り
た
い
…

と
思
い
ま
す
。東

伊
豆
町　

清
水　

澄
子

　

我
が
奈
良
本
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
川
柳

同
好
会
を
始
め
て
3
年
目
で
す
。
先
生

は
な
く
初
心
者
同
士
が
月
1
回
の
句
会
で

お
互
い
の
作
品
を
添
削
し
合
い
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

俳
句
、
短
歌
の
経
験
者
の
意
見
を
拝
聴

し
つ
つ
辞
書
を
引
く
こ
と
も
多
く
な
り
、

ボ
ケ
防
止
に
は
最
高
だ
と
発
案
者
の
私
は

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
季
語
が
な
く
見
る

の
も
聞
く
の
も
、
全
て
が
題
材
で
今
ま
で

何
気
な
く
歩
い
て
い
た
道
も
、
ふ
っ
と
川

柳
が
よ
ぎ
っ
て
す
ぐ
メ
モ
し
ま
す
。
今
で

は
川
柳
が
生
き
甲
斐
で
す
。

富
士
宮　

木
ノ
内
克
昌

　

毎
回
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
充
実
し
た
紙
面
に
満
足
し
て
い
ま

す
。（
同
感
し
た
り
、
参
考
に
な
っ
た
り
）

　

私
は
特
に
文
芸
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

同
年
代
の
人
た
ち
の
文
壇
、
会
員
の
広
場

な
ど
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

三
島
市　

真
野　

順
子

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
届
く
と
全
部
の
記

事
を
ゆ
っ
く
り
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
文
壇
」
は
特
に

私
は
興
味
が
あ
り
、
短
歌
、
俳
句
等
は
自

分
の
特
別
ノ
ー
ト
「
自
分
を
育
て
よ
う
」

と
い
う
ノ
ー
ト
に
書
き
、
時
々
読
み
返
し

て
自
分
で
俳
句
な
ど
を
作
っ
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
「
投
稿
し
て
み
よ
う
か
な
…
」
と
思
う

け
ど
自
信
が
な
く
そ
の
ま
ま
に
!!

掛
川
市　

服
部　

晴
野

　
「
佐
古
先
生
」
の
元
気
で
長
生
き
し
惜

し
ま
れ
て
終
わ
ろ
う
が
良
か
っ
た
。
私
も

高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
が
、
生

活
習
慣
は
自
己
責
任
で
す
ね
。
し
っ
か
り

と
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

浜
松
市
天
竜
区　

小
澤　

享
枝

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
2
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
こ
の
通
信
を
楽
し
く
読
ま

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
知
っ
た
方
の
お

名
前
を
見
つ
け
る
と
、
う
れ
し
く
な
り
、

何
度
も
繰
り
返
し
読
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
他
地
域
の
皆
さ
ん
張
り
き

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
私
も
で
き

る
か
ぎ
り
人
と
の
繋
が
り
を
持
つ
よ
う
心

が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
前
崎
市　

宮
城
美
恵
子

　

ご
意
見
ご
要
望
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…

私
た
ち
の
地
区
で
は
老
人
会
員
だ
け
の
体

操
「
東
町
い
き
い
き
体
操
ク
ラ
ブ
」
を
今

年
で
19
年
間
続
け
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち

で
曲
を
選
び
、
自
分
達
で
振
り
付
け
も
全

部
や
り
ま
す
。

　

年
齢
も
72
歳
〜
82
歳
位
の
人
達
が
元
気

に
体
操
と
笑
い
声
の
絶
え
な
い
楽
し
い
仲

間
づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
練
習
は

毎
週
金
曜
日
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

浜
松
市
浜
北
区　

金
原　

み
ち

　

毎
回
ク
ラ
ブ
通
信
が
届
く
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
字
体
も
大
き
く
読

み
や
す
く
、ま
た
文
壇
は
「
な
る
ほ
ど
」

と
日
常
生
活
に
親
し
み
や
す
く
、
ま
た

川
柳
は
お
も
し
ろ
お
か
し
く
ひ
と
り
で

笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ひ
と
り
住
ま
い

の
私
に
は
唯
一
の
通
信
で
す
。
益
々
の

ご
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

駿
東
郡
清
水
町　

久
保
田
美
代
子

　

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

第
一
に
見
る
と
こ
ろ
は
、
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
で
す
。
答
え
を
書
き
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

活
動
記
事
を
読
み
、
私
も
「
頑
張
る
ゾ

ー
」
と
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

磐
田
市　

伊
藤　

弘
朗

　

私
は
傘
寿
を
過
ぎ
た
後
期
高
齢
者
で

す
。
一
昨
年
10
月
に
65
歳
以
上
が
参
加

す
る
、
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
静
岡

県
大
会
に
磐
田
市
の
代
表
と
し
て
仲
間

と
と
も
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
80
名
中
で
私
が
最
高
齢
者

で
し
た
。
学
科
テ
ス
ト
、
実
技
テ
ス
ト

と
も
、
ど
う
に
か
出
来
ま
し
た
が
、
後

方
確
認
を
徹
底
す
る
こ
と
や
標
識
確
認

な
ど
、
自
転
車
に
乗
る
時
の
ル
ー
ル
の

必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
「
危
険
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
降
車
し

て
待
つ
」
こ
と
も
正
し
い
判
断
だ
と
思

い
ま
す
。

◇
選
者
の
先
生
の
ご
紹
介

　

短
歌　

幸こ
う
だ
れ
い
こ

田
麗
子
先
生

　
　

静
岡
県
歌
人
協
会
・
名
誉
会
員

　

俳
句　

甲か
い
ゆ
う
し

斐
遊
糸
先
生

　
　

静
岡
県
俳
句
協
会
・
会
長

　

川
柳　

倉く
ら
は
し橋　

宏
ひ
ろ
し

先
生

　
　

静
岡
県
川
柳
協
会
・
会
長

◇
「
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
」

　
　
投
稿
規
定

　
　

は
が
き
一
枚
三
句
（
首
）
以
内

　
　
（
ど
の
部
門
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。）

◇
原
稿
の
締
切

　
　

平
成
29
年
2
月
28
日
（
火
）

こ
れ
は
私
の
勝
手
な
想
像
。
間
違
っ
て
い

た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
。

来
年
は
倅
に
託
す
水
落
と
す

藤
枝
市　

大
石　

容
一

新
米
や
わ
が
家
に
遺
る
一
斗
枡

袋
井
市　
　

安
西
と
き
わ

夫
と
居
て
昔
話
の
夕
涼
み

掛
川
市　

山
下　

良
子

帰
省
せ
し
孫
を
誘
ひ
て
墓
ま
ゐ
り

浜
松
市
南
区　

斉
藤
く
に
子

鈴
虫
に
耳
を
預
け
て
手
酌
酒

浜
松
市
西
区　

田
中　

安
夫

他
所
の
子
を
数
に
加
え
て
西
瓜
切
る

浜
松
市
北
区
細
江
町　

山
口　

英
男

芙
蓉
花
は
一
日
限
り
と
輝
け
り

富
士
市　

勝
又　

信
也

台
風
圏
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
も
一
休
み

藤
枝
市　

山
本　

久
子

伝えよう 自分の存在 反射材
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　裾野市老人クラブの寿大学で

「なつかしの歌をうたおう」講座

で愛用しています。90 分の時間

で歌の説明や時代背景を入れて音

楽の先生、ピアノの先生やハーモ

ニ カ の 伴 奏 で

昔 を 思 い 出 し

な が ら 歌 っ て

います。（裾野

市寿大学）

※請求書につきましては、物品と一緒に同封させていただきますので届き次第お支払ください。

※送料と振り込み手数料はお客様負担にてお願いします。お問い合わせは事務局 ☎ 054-254-5225 まで

愛用されている方からの感想
　愛唱歌集はとても見やすいです。私

たちは、老人クラブの歌の好きな女性

15 名結成 4 年目の集まりで毎月 20

日に公民館で「愛唱歌集」を持参して

歌っています。伴奏は会員にハーモニ

カを吹ける方がいて内容もその日その

場でみんなで決めて歌っています。時

には、手と足を動かしながら歌ったり

もします。声を出すことは認知症の予

防にもなります。（森町のご愛用者さま）

　私たちは西富田公民館で毎月 1 回（お茶の 5 月と村

祭りの 10 月はお休み）老人クラブのみなさん 21 名で

昼食をとり、その後に愛唱歌集を使ってなつメロや童

謡を歌っています。

　人気があるのはなつメロで、中でも「星影のワルツ」

や「青い山脈」、童謡では、「ふるさと」「赤とんぼ」な

どで、会長が音頭をとって歌っています。会員の中に

最高齢者 93 歳の大変お元気な落合よしさんがいらし

てみんなで楽しく歌っています。（菊川市西富田寿会）

なつかしの愛唱歌集
500 円（税込み）

      　　　　鉄道唱歌　箱根八里　荒城の月　われは海の子　春が来た　背くらべ　ペチカ

みかんの花咲く丘　四季の歌　東京音頭　別れのブルース　リンゴの唄　十三夜　湯の町エレジー

青い山脈　上を向いて歩こう　北国の春　命くれない　軍艦行進曲　ソーラン節　佐渡おけさ　など

収録曲

とおまわり それでもわたるよ おうだんほどう

愛唱歌集シニアクラブ静岡県事務局から　　　　　　　　販売のお知らせ
〜 懐かしのあの歌この歌、シニアクラブが編さんした歌集です 〜

クロスワードパズル

１、 赤い顔と白い羽が特徴の鳥。
３、 植物がくきの先で咲かせるもの。美しく華やかな様子。
４、 信じて頼りにすること。信用して任せること。
５、 地中に打ち込んで支柱や目印にする棒。
７、 まぶたのふちに生えている毛。
９、 水が冷えて固まるとこれになります。

１、 人口が多く、商業や交通が発達している街。「商業○○」「学園○○」
２、 価格・量・質などが一様であること。「百円○○○○」
３、 五・七・五の十七音からなる日本語の定型詩。文芸コーナーにのってます。
６、 船をとめるときに海に下ろす物。英語でアンカー。
７、 燃料用の木。「○○をくべる」。
８、お酒が飲めない人。お酒が嫌いな人。

1 32

55 6

7 8

4

9
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夕暮れ時 お互い知らせる ライトオン
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30
年
以
上
前
の
話
で
す
。
二
人
の

高
齢
女
性
患
者
の
付
添
人
と
の
会
話

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
方
の
息
子

は
、
共
働
き
な
の
で
母
親
の
在
宅
介

護
が
出
来
な
い
。
何
処
か
病
院
（
社

会
的
入
院
）
を
紹
介
し
て
欲
し
い
と

要
望
し
ま
し
た
。
他
方
の
息
子
の
配

偶
者
は
、
相
続
権
が
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
現
在
の
仕
事
を
辞
め
て
で
も

育
児
で
お
世
話
に
な
っ
た
義
母
の
介

護
で
、
恩
返
し
し
た
い
と
言
い
ま
し

た
。

　

こ
の
二
つ
の
事
例
は
、
私
に
高
齢

者
介
護
の
将
来
を
考
え
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
高
齢
者
介
護
は
益
々

深
刻
な
テ
ー
マ
に
な
り
、
２
０
０
０

年
に
介
護
保
険
制
度
が
発
足
し
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
超
高

齢
化
と
と
も
に
地
方
自
治
体
ご
と
に

　

白
い
崖
の
海
岸
線
が
美
し
い
堂
ヶ
島

は
、
海
底
火
山
の
噴
火
に
伴
い
に
噴
出

し
た
白
色
の
軽
石
や
白
い
火
山
灰
が
堆

積
し
た
も
の
で
、
そ
の
下
は
黒
々
し
た

水
底
土
石
流
の
層
で
、
海
流
に
よ
る
縞

模
様
「
波
の
化
石
」
が
美
し
く
刻
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

波
の
力
で
開
け

ら
れ
た
ト
ン
ネ

ル
と
天
窓
は

「
天
窓
洞
」
と

呼
ば
れ
、
中
央

の
天
井
部
が
丸

く
抜
け
落
ち
、

そ
こ
か
ら
差
し
込
む
日
差
し
が
神
秘
的

な
空
間
を
創
り
出
し
て
お
り
、
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
数
箇
所
し
か
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
「
ト
ン
ボ
ロ
現
象
」
で
有
名
な

三
四
郎
島
は
、
沖
合
２
０
０
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
伝
兵
衛
島
、
中

ノ
島
、
沖
ノ
瀬
島
、
高
島
か
ら
な
る
４

つ
の
島
で
、
見
る
角
度
に
よ
り
３
つ
に

見
え
た
り
、
４
つ
に
見
え
た
り
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
干
潮
時
に
は
一
番
手
前
の
伝
兵
衛

島
ま
で
瀬
が
現
れ
、
幅
30
メ
ー
ト
ル
の

石
の
橋
で
陸
地
と
結
ば
れ
、
徒
歩
で
渡

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
３
～
９
月
の
日

中
に
30
セ
ン
チ
以
上
潮
が
ひ
い
た
場
合
）

　

地
元
の
方
は
、
古
く
か
ら
こ
の
地
を

「
瀬
浜
」
と
呼
び
、
海
静
か
な
春
の
干

潮
時
は
磯
遊
び
の
好
適
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
三
四
郎
島
の
白
い
岩
肌
に
は
波

千
鳥
が
舞
い
、晴
れ
た
日
の
夕
方
に
は
、

海
に
沈
む
夕
陽
が
と
て
も
美
し
く
輝
き

ま
す
。

　

遊
覧
船
に
乗
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
海

か
ら
海
岸
、
島
々
、
奇
岩
、
天
窓
洞
を

眺
め
る
船
旅
も
お
ス
ス
メ
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◎
西
伊
豆
町
観
光
協
会

　

電
話　

０
５
５
８−

５
２−

１
２
６
８

◎
西
伊
豆
町
観
光
商
工
課

　

電
話　

０
５
５
８−

５
２−

１
１
１
４

◎
堂
ヶ
島
マ
リ
ン

　

電
話　

０
５
５
８−

５
２−

０
０
１
３

【
ア
ク
セ
ス
】

◎
伊
豆
箱
根
鉄
道
修
善
寺
駅
か
ら

　

バ
ス
で
約
90
分

知
恵
を
絞
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
２
０
２
５
年

（
平
成
37
年
）
を
目
途
に
、
厚
生
労
働

省
は
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
）
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

在
宅
の
要
介
護
者
向
け
訪
問
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
は
、
食
事
や
排
せ
つ
の
世
話

な
ど
（
身
体
介
護
）
と
調
理
や
掃
除
、

洗
濯
な
ど
（
生
活
援
助
）
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
軽
度
者
は
生
活
援
助
を
多

く
利
用
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
生
活

援
助
が
な
い
と
困
る
人
も
あ
れ
ば
、
頑

張
れ
ば
自
分
で
出
来
る
人
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
ま
で
他

者
に
お
願
い
す
る
と
、
か
え
っ
て
状

態
が
悪
く
な
る
と
い
う
指
摘
も
あ

り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

  

人
間
模
様
は
世
相
を
反
映
し
て
変

化
し
、
人
生
の
一
寸
先
は
闇
で
す
。

肉
親
と
日
常
的
に
交
流
で
き
る
環
境

は
健
康
長
寿
の
秘
薬
で
す
。し
か
し
、

本
人
の
意
思
と
は
無
関
係
に
孤
立
無

援
に
な
っ
た
高
齢
者
に
は
、
公
的
支

援
が
必
要
で
す
。
次
善
の
策
で
あ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
成
果
を

挙
げ
る
に
は
、
平
素
か
ら
近
所
付
き

合
い
で
互
助
精
神
を
涵か
ん
よ
う養
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
権
利
に
は
義
務
が
、

自
由
に
は
責
任
が
あ
る
の
が
民
主
主

義
の
原
則
で
す
。
地
方
自
治
体
に
負

担
を
掛
け
る
制
度
の
今
後
に
は
、
離

れ
て
暮
ら
す
肉
親
の
遺
産
相
続
、
返

礼
品
抜
き
の
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

制
度
の
見
直
し
が
、
議
論
さ
れ
て
然

る
べ
き
時
代
を
迎
え
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

ぼくはここ ピカッと知らせる はんしゃざい

西
伊
豆
町　
堂
ヶ
島

新
し
い
静
岡
を
発
見
!!

行
っ
て
み
た
い

今ぶ
ら
り
散
歩
と
長
い
歴
史
に
ふ
れ
る
旅

高
齢
者
介
護
の
社
会
化

　
　
　
し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団 

理
事
長　

佐
古 

伊
康

トンボロ現象が見られる三四郎島

※
写
真
提
供
　
静
岡
県
観
光
協
会日差しが差し込む天窓洞の神秘的な空間


